
第２回・「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会 in 京都」の開催にあたり 
 
 京都議定書の約束期限が迫る中で、わが国の温室効果ガス６％削減は、自前の対策では

不可能に近い状況である。ご当地京都においても、目標とした１０％削減はとても難しい

状況には変わりない。 
しかも、世界はポスト京都を目指して５０％とか８０％といった、大幅な削減目標を目指

して動き始めており、ようやく日本も「美しい星５０」で５０％削減を世界に提唱した。 
 ５０％というような石油消費の削減を目指した場合、もはや改良・手直しといった目先

の対策では対応し切れず、社会の構造そのものの変革が不可避となる。 
温室効果ガスの最大発生源である交通に関しては、それは「交通体系そのものの改変」を

意味する。しかるに、わが国はまだ単体技術の効率改善の域に留まっている。 
温暖化影響という面だけではなく、事故、渋滞の発生、都市の構造・景観さらには国・地

方財政、地元産業への影響など、クルマはその効用の大きさに比例して、多岐にわたる深

刻な被害を社会の様々な側面にもたらしてきた。 
 いよいよ日本も脱クルマを本気で指向する時代がきているが、それにはクルマに替る代

替交通システムが必要である。 
それをここでは、「人と環境にやさしい交通」と総称し、そのようなシステムをどう実現す

るかについて、技術的、社会的、経済的側面だけでなく、弱者を含む市民全体の豊かさや

利便とは何かといった価値問題にまで踏み込んだ議論をする場がこの全国大会である。 
テーマの広さだけではなく、参加主体もまた多様であり、専門家だけの高度な学術的議論

を深める「学会」とは異なり、市民、行政、事業者など利害関係者が一堂に会する集まり

である。 
それを、京都で開催することの意義は大きいだろう。 
一つには言うまでもなく議定書の都市であること、もう一つは京都の持つ影響力であり、"
京都が変われば日本が、そして世界が変わる"と、私は言いつづけてきた。 
 今回の全国大会が、京都における"真に人と環境にやさしい交通"の実現に弾みをつけるこ

とに役立てば、開催した意義はどれほど大きいか知れない。 
ぜひこの意義をご理解いただき、幅広い方々の参加によって、実り多い成果が得られる

ことを期待している。 
 
        第２回「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会 IN 京都」実行委員会 
                        実行委員長 内藤 正明  
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